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1．ニワトリおよびマウスの骨格標本の作製：胎生14日齢～生後0日齢ニワトリおよび胎生15   
日齢～生後0日齢マウスを用い，AIcianBlue8GXおよびAlizarinRedSでそれぞれ軟骨お   
よび骨を染色した骨格標本を作製した。  
2．骨細胞の蛍光染色および共焦点レーザー顕微鏡による共焦点画像の採得：胎生16日齢ニワ   
トリ，胎生17日齢マウスの頭頂骨を摘出し3％パラホルムアルデヒドで固定後，骨細胞の   
アクチン線維をTbxas Red標識ファロイジンにより蛍光染色した。その後，共焦点レーザ   
ー顕微鏡により共焦点画像を採得した。   
【結果と考察】   
本研究に参加の同意が得られた195名．のうち，測定が何らかの原因により不能であったも  




















ると考えられた．   



















与に十分催するものと判断した．   
